




Report on “8th Snow Summit in Hida” and ”
History of Snow Summit”
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雪の技術でｰ雪国．と
“世界“を霧ぐ轄力に
参加
全国明るい雪自治体会議顧問順山政良（室蘭工業大学）
たかが“雪'，が風となって夏の日本中をかけめぐっている．そう，雪は変わり，確実に雪国の新時代を築き始
めた．環境という追い風に帆を張り，利雪という船を操っているかと言うと，必ずしもそうではない私達が航
海する海は，“雪国”である．環境保全，省ｴﾈﾙｷﾞｰ資源という風を作ったり，それに乗ったりは当然するが，“明
るい雪国”を，たとえば雪の利用を通し自ら作り上げるのが目標である．“雪国”という海は深く，また，優しく，
穏やかで，豊かでもある．
平成８年、北海道沼田町の米の零温貯蔵施設「ｽﾉｰｸｰﾙﾗｲｽﾌｧｸﾄﾘｰ」が竣工した．運用を開始した年の７月には，
貯雪庫内での予測通りの雪の解け方からこの施設の成功を確信した．雪は沿岸航路だけではなく，大洋も航海で
きることが分った．この時点で，当時，沼田町の町長であった篠田久雄氏，新潟県安塚町の町長であった矢野学
氏と雪国全国規模での利雪に関わる組織の構築を協議した．組織の目標は次の４項目(1)雪を新しいｴﾈﾙｷﾞｰ資源
とする雪国の総意をまとめ，国による新ｴﾈﾙｷﾞｰとしての認知を働きかけること．(2)利雪活動に関わる人材を広く
全国各地に確保し，また，利雪の実際を身近に感じられる施設の設置活動を支援し，利雪を実践する拠点を全国
に作る(3)雪国の役割をあらためて掘り起こし，雪国の重要性を全国に発信するとともに自ら雪国を楽しむ．（４）
利雪の最新情報を交換し，励ましあえる仲間をたくさん作る．そして，組織の形としては「首長会議」すなわち
「ｻﾐｯﾄ」とすることとし，第１回目は，「ｽﾉｰｸｰﾙﾗｲｽﾌｧｸﾄﾘｰ」が稼動している沼田町において平成１０年７月７日
に開催することとした．人口４５００名程度の小さな町での初めての全国大会規模の集会は大変な事業であったが，
全町挙げてのみごとな実施とｻﾐｯﾄで採択された「沼田町宣言」は，雪国全国へ“明るい雪国，,への脱皮の大きな
ﾒｯｾｰｼﾞと励ましとなった．このｻﾐｯﾄの成功を受け，愛知万博への出展へのお誘いが同年にあった．また，2002年
１月，「雪ｻﾐｯﾄ」の働きかけにより「新ｴﾈﾙｷﾞｰ利用等の推進に関する特別措置法」の改正が行われ，雪氷が新ｴﾈﾙ
ｷﾞｰと認知され国からの支援の対象となった．雪がｴﾈﾙｷﾞｰと認められたことは人類史上初の快挙であった．これを
成し遂げた雪国の住人というものは確かに粘り強く，したたかであり，そして，良く笑うと力強く感じている
そして，今年の雪ｻﾐｯﾄを迎えた．雪ｻﾐｯﾄの４つの目標の内，（l)は新ｴﾈﾙｷﾞ 法ｰで達成し，（2)は利雪の南限に近
い岐阜県で実施したことにより達成したと考えられるに至った．一方では目標(3)，(4)の達成のためには，もう
少し組織も身軽になるべきであると考えられる．したがって，日本国内での利雪を世界に向けて紹介，発信でき
る万博出展を機に，もう一度雪国の「個」を主体とするﾌｯﾄﾜｰｸの軽い，気楽なｸﾞﾙｰﾌﾟとし，雪ｻﾐｯﾄは再出発すべ
きであるとｻﾐｯﾄ参加の首長様方ともども考えるに至り，「第８回雪ｻﾐｯﾄｉｎ飛騨2005」と「愛知万博雪ﾌｫｰﾗﾑ」を
連携開催しｻﾐｯﾄの最終章，花道とした，
今年の飛騨ｻﾐｯﾄの標語は「雪夢舞台」であった．雪が主役の夢舞台「雪ｻﾐｯﾄ」で私達は脇役として十分踊らさ
せて戴き，成果を得，人間的にも一回り大きくさせて戴いたと実感している．雪にも代わって何かとご支援を戴
いた諸兄に御礼を申し上げます．ありがとうございました．
雪の夢は舞台が変わっても追い続ける．来年からは違った形でお会いし，また，雪を語り，痛飲しましょう，
（2005.8.1）
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